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8
月
8
日（
月
）の
観
測
史
上
最
大
の
大
雨
に
続
き
、
8
月

11
日（
木
）未
明
に
震
度
5
強
の
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
中
川
町
。

人
的
被
害
は
出
な
か
っ
た
も
の
の
、
連
日
の
天
災
は
町
内
各

所
に
深
い
爪
痕
を
残
し
た
。

町
内
の
被
害
の
様
子

災
害
対
策
を
考
え
る

　

大
量
の
下
水
の
流
入
に
よ
り
、

下
水
処
理
施
設
の
機
能
停
止
と
な

る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
長
時
間
に
わ
た
る
節
水
や

仮
設
ト
イ
レ
の
使
用
を
お
願
い
す

る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
増

水
し
た
河
川
で
は
水
の
濁
り
も
ひ

ど
く
な
り
、
川
の
水
を
取
水
し
、

ろ
過
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、

水
道
水
が
不
足
す
る
事
態
も
発
生

し
ま
し
た
。

　

交
通
に
関
し
て
は
、
町
内
の
道

路
の
排
水
能
力
を
超
え
る
降
雨
に

よ
っ
て
道
路
が
冠
水
し
、
一
部
の

町
道
で
通
行
規
制
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
土
砂
の
流
出
等
に
よ
っ
て
、

国
道
40
号
の
通
行
止
め
、
J
R
宗

谷
線
の
運
休
な
ど
大
き
な
社
会
的

影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

大
雨

　

中
川
浄
水
場
及
び
国
府
中
央
浄
水
場

（
豊
里
）
で
異
常
な
配
水
量
が
確
認
さ

れ
て
水
道
水
が
不
足
す
る
可
能
性
が
高

ま
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ
節
水
の
お
願

い
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
町
民
プ
ー
ル
で
一
部

損
壊
が
確
認
さ
れ
、
使
用
停
止
と
な
り
、

道
道
問
寒
別
佐
久
停
車
場
線
（
歌
内
地

区
）
で
路
面
の
隆
起
等
の
損
壊
が
発
生

し
通
行
止
め
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
震
直
後
よ
り
住
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
も
、
水
道
設
備
の
損
壊
に
よ
る
漏
水
、

灯
油
タ
ン
ク
の
倒
壊
な
ど
の
被
害
状
況

の
電
話
連
絡
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
大
き

な
社
会
的
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

8
月
11
日　

2
時
20
分
に
ち
ゃ

い
む
、
3
時
20
分
に
佐
久
地
区
公

民
館
に
避
難
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

ち
ゃ
い
む
に
は
4
世
帯
9
名
が
避

難
し
ま
し
た
が
、
9
時
20
分
に
は

そ
れ
ぞ
れ
帰
宅
さ
れ
ま
し
た
。
佐

久
地
区
公
民
館
に
避
難
し
た
住
民

は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

地
震

避
難
所
に
つ
い
て
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8
月
8
日
か
ら
9
日
に
か
け
て
の
大
雨
（
最
大
日
雨
1

6
7
㎜
）
、
11
日
未
明
か
ら
早
朝
に
か
け
て
は
計
16
回
の

地
震
（
最
大
震
度
5
強
）
と
、
町
内
に
お
い
て
観
測
記
録

に
残
る
限
り
で
は
共
に
最
大
の
気
象
が
連
続
的
に
発
生
し

ま
し
た
。
幸
い
、
人
命
、
住
家
に
関
わ
る
重
大
な
被
災
は

確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
住
民
の

皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

被
災
対
応
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
西
天
北
（
豊
富
・
幌

延
・
天
塩
・
遠
別
）
、
上
川
北
部
（
名
寄
・
美
深
・
音
威

子
府
）
各
役
場
、
消
防
事
務
組
合
、
更
に
は
国
、
北
海
道
、

旭
川
市
な
ど
各
公
共
団
体
の
皆
様
に
も
心
よ
り
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
の
温
暖
化
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
気
候
変
動

は
、
地
球
規
模
で
「
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
」
災
害
事
象

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
本
町
も
例
外
で
は
な
く
、
行
政

最
大
の
課
題
と
し
て
令
和
二
年
度
に
公
共
施
設
や
学
校
施

設
の
長
寿
命
化
、
耐
震
化
な
ど
国
土
強
靭
化
の
地
域
計
画

を
策
定
し
、
以
降
、
高
規
格
道
路
や
水
道
施
設
の
整
備
、

救
急
車
両
や
消
防
車
両
の
更
新
を
計
画
的
に
行
い
「
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今

後
に
お
き
ま
し
て
も
、
住
家
や
農
地
を
守
る
排
水
能
力
の

確
保
、
家
畜
を
有
す
る
経
済
活
動
へ
の
対
応
、
地
震
へ
の

備
え
、
冬
季
の
対
応
に
つ
い
て
、
事
業
者
並
び
に
生
活
者

の
皆
様
と
協
議
し
整
備
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
般
の
地
震
報
道
等
に
際
し
、
保
坂
世
田
谷
区
長
（
自

治
体
連
携
）
、
宮
下
中
川
村
長
（
姉
妹
提
携
）
、
棚
野
白

糠
町
長
（
北
海
道
町
村
会
長
）
ほ
か
の
皆
様
か
ら
、
町
民

の
皆
様
へ
の
お
見
舞
い
と
職
員
へ
の
激
励
の
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
心
遣
い
へ
の
感
謝
と
共
に
、
日
ご
ろ
か

ら
の
災
害
へ
の
備
え
と
、
立
場
が
変
わ
っ
て
の
被
災
地
へ

の
積
極
的
な
支
援
体
制
に
つ
い
て
、
職
員
と
協
力
し
な
が

ら
意
識
を
高
め
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

•
自
宅
か
ら
最
寄
り
の
避
難
場
所
・
避
難
経

　

路
を
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
利
用
し

　

て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

•「
非
常
備
蓄
品（
食
料
や
衛
生
用
品
な
ど
）」

　

を
最
低
3
日
分
、
で
き
れ
ば
1
週
間
分
程

　

度
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
こ
れ

　

と
は
別
に
、
避
難
す
る
と
き
に
必
要
最
低

　

限
の
も
の
を
す
ぐ
持
ち
運
べ
る
よ
う
に
袋

　

に
入
れ
て
用
意
し
て
お
く
「
非
常
持
ち
出

　

し
品
（
貴
重
品
、
避
難
用
具
、
救
急
用
具

　

な
ど
）
」
も
準
備
し
て
お
く
と
よ
い
で
し

　

ょ
う
。

•
地
震
に
備
え
て
、
本
棚
や
タ
ン
ス
な
ど
の

　

家
具
家
電
の
落
下
、
転
倒
防
止
に
突
っ
張

　

り
棒
な
ど
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
か
ら
で
き
る

　
　

防
災
・
減
災
対
策

近
隣
自
治
体
等
の
ご
協
力

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

石
垣
寿
聰

中
川
町
長

　

国
府
中
央
浄
水
場
（
豊
里
）

配
水
池
の
枯
渇
対
策
と
し
て
、

近
隣
自
治
体
（
幌
延
町
・
豊

富
町
・
天
塩
町
・
遠
別
町
・
音

威
子
府
村
・
美
深
町
・
名
寄

市
）に
水
道
水
の
提
供
と
消
防

ポ
ン
プ
車
に
よ
る
水
道
水
運

搬
の
協
力
を
要
請
し
、
必
要

水
量
の
確
保
を
行
い
ま
し
た
。



　

7
月
31
日（
日
）に
中
川
町
教
育
委
員
会
主
催
の
中

川
町
「
森
の
学
校
」
2
0
2
2
夏
を
行
い
ま
し
た
。

　

森
の
学
校
は
、
中
川
町
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
学

習
や
交
流
を
通
し
て
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
、
化
石
な

ど
に
つ
い
て
発
見
・
探
求
す
る
喜
び
を
知
っ
て
も
ら

う
体
験
事
業
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
1
日
日
程
で
町
内
の
小
中
学
生
を

対
象
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
小
学
生
8
名
、
保
護

者
3
名
の
町
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

化
石
を
発
見
す
る
た
め
安
平
志
内
川
を
調
査
し
ま

し
た
。
今
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
5
月
に
新
種
と
し

て
認
め
ら
れ
た
パ
ラ
リ
テ
リ
ジ
ノ
サ
ウ
ル
ス
と
同
じ

時
代
の
白
亜
紀
の
化
石
が
見
つ
か
る
場
所
で
す
。
子

ど
も
た
ち
は
、
大
発
見
を
目
指
し
て
、
一
生
懸
命
ハ

ン
マ
ー
で
岩
石

を
叩
き
、
化
石

を
探
し
て
い
ま

し
た
。
化
石
の

調
査
だ
け
で
な

く
、
ひ
ん
や
り

と
し
た
川
に
入

っ
て
遊
び
中
川

町
の
自
然
を
満

喫
し
て
い
ま
し

た
。

　

中
川
町
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
に
戻
っ
た

後
は
、
た
が
ね
と
ハ
ン
マ
ー
を
使
い
、
化
石
の
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
壊
れ
な
い
よ
う
に
慎
重

に
な
り
な
が
ら
叩
い
て
み
る
と
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
や
二

枚
貝
が
姿
を
現
し
ま
し
た
。
「
ど
ん
な
種
類
な
の
か

知
り
た
い
」
と
子
ど
も
た
ち
は
殻
の
形
な
ど
じ
っ
く

り
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
森
の
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
自
身
の
手

で
化
石
を
発
見
し
、
手
に
取
っ
て
み
る
こ
と
で
愛
着

や
興
味
を
持
ち
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

豊
か
な
自
然
で
の
活
動
を
通
し
て
、
化
石
や
川
、
そ

こ
に
生
息
す
る
生
き
物
な
ど
中
川
町
の
魅
力
を
子
ど

も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
発
見
す
る
こ
と
に
も
繋
が
り

ま
し
た
。
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恐
竜
化
石
発
見
調
査
中
川
隊

化
石
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
挑
戦
！

3
年
ぶ
り
の
開
催

安平志内川で化石発見調査安平志内川で化石発見調査

みんなで川遊びみんなで川遊び

化石のクリーニング化石のクリーニング



　

今
年
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
が
募
っ
て
、
幼
児
セ
ン
タ

ー
の
子
ど
も
達
が
自
由
に
美
味

し
い
野
菜
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
と
整
え
て
く
だ
さ
る
会
が
出

来
ま
し
た
。

　

畑
を
お
こ
し
て
、
野
菜
の
苗

を
子
ど
も
達
と
一
緒
に
植
え
た

り
も
し
ま
し
た
。

　

今
、
収
穫
の
時
期
を
迎
え
て

鈴
な
り
に
な
っ
て
い
る
ト
マ
ト

は
自
分
で
も
い
で
そ
の
ま

ま
口
の
中
に
。
大
き
く
育

っ
た
な
す
び
は
お
汁
の
具

材
に
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

【かぼちゃグループの会】

【
地
域
の
方
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
】

　

小
さ
な
ス
イ
カ
の
実

が
実
っ
た
時
は
毎
日
観

察
し
て
は
「
大
き
く
な

っ
て
来
た
か
ら
食
べ
れ

る
？
」
と
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。
実
際
に

食
べ
て
み
て
「
甘
い
」

の
声
が
上
が
っ
て
大
満

足
。
素
晴
ら
し
い
経
験

を
„
か
ぼ
ち
ゃ
グ
ル
ー

プ
の
会
“
の
方
に
さ
せ

て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

お
散
歩
に
出
か
け
る
と
「
こ

ん
に
ち
は
」
「
ど
こ
ま
で
行
く

の
」
と
い
う
会
話
が
聞
こ
え
て

く
る
中
川
町
で
す
。

　

子
ど
も
達
も
そ
の
仲
間
入
り

「
ど
こ
ま
で
い
く
の
？
」
「
〇

〇
ま
で
行
き
ま
す
」
「
う
ち
の

ト
マ
ト
食
べ
て
行
か
な
い
か

い
？
」
「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
食
べ

て
行
っ
て
」
の
会
話
。

　

大
雨
や
地
震
で
お
散
歩
に
行

け
な
い
時
は
セ
ン
タ
ー
に
持
っ

て
来
て
く
だ
さ
る
方
も
い
ま
す
。

　

頂
い
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
暑
い

日
に
は
冷
蔵
庫
で
し
っ
か
り
冷

や
し
て
い
頂
い
て
い
ま
す
。
季

節
の
物
を
お
腹
一
杯
頂
い
た
思

い
出
は
ず
っ
と
子
ど
も
の
心
に

残
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
幼

児
セ
ン
タ
ー
の
子
ど
も
達
が
地

域
の
中
で
育
て
て
頂
い
て
い
る

こ
と
に
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。

ブルーベリーの実を採らずに
待って下さる原悦子さん

美味しいトマト！！　佐藤照子さん  浅野百合子さん
　　　スイカ・メロン・ブドウ！！　熊谷泰智さん

「大ちゃんファーム」の
水野大輔さんからは美味しい野菜
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火災・救急出動状況

火災件数　１件
救急件数　39件

令和4年8月31日現在

中
川
消
防
支
署
か
ら

中
川
消
防
支
署
か
ら

中
川
消
防
支
署
へ
の
ご
相
談
、お
問
合
せ
は
☎
7
・
2
1
1
9
番
ま
で

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
を
お
持
ち
の
方
へ

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
を
お
持
ち
の
方
へ

　

ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
製
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
の
一
部
に
お
い
て
、

内
部
腐
食
の
進
行
に
よ
り
大
き
な
音
を
と
も
な
う
破
裂
事
故
等
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

中
川
町
内
で
は
、
上
川
北
部
地
方
石

油
業
協
同
組
合
に
加
盟
し
て
い
る
天
北

物
産
株
式
会
社
と
株
式
会
社
中
川
石
油

で
、
大
規
模
災
害
時
の
店
頭
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
訓
練
と
し
て
、
緊
急
用
発
電
機

を
使
用
し
て
停
電
時
に
お
け
る
給
油
を

行
う
訓
練
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

胆
振
東
部
地
震
の
発
生
日
で
あ
る
9
月

6
日
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
時
刻
で
あ

る
14
時
46
分
、
そ
れ
ぞ
れ
を
合
わ
せ
た
9

月
6
日
14
時
46
分
に
、
上
川
北
部
地
方
石

油
業
協
同
組
合
の
災
害
時
停
電
対
応
訓
練

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　ご自身で薬剤を全て放射し、廃
棄処分してください。（危険ごみ）
　ご不明な点などありましたら中
川消防支署へご相談ください。

発見した場合は

自
主
回
収
対
象
商
品
の
廃
棄
処
分
の
お
願
い
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製造ロット番号

KN301
KN322
KD319
K1425
K2408
K2421
K3406
K3418
K4423
K7425

ロット番号は底面に記載されています。

FMボーイk

2005.02
2005.02
2005.03
2005.04
2005.05
2005.05
2005.06
2005.06
2005.07
2005.10

品質保証期間製造ロット番号

KO331
KO331
KN326
KD317
K1426
K2407
K2420
K3407
K3419
K4422
K7424

ヤマトボーイKT

2005.01
2005.02
2005.02
2005.03
2005.04
2005.05
2005.05
2005.06
2005.06
2005.07
2005.10

品質保証期間

災
害
時
停
電
対
応
訓
練
が
行
な
わ
れ
ま
し
た

災
害
時
停
電
対
応
訓
練
が
行
な
わ
れ
ま
し
た



竜巻から身を守るために竜巻から身を守るために防災一口メモ

　竜巻は、日本では台風や寒冷前線、低気圧などに伴って、季節を問わず全国で発生していますが、
北海道では、秋の積乱雲が発達しやすい台風シーズンの9月と10月に、竜巻の発生確認数が多くな
っています。
　北海道では、平成18年11月7日に佐呂間町で発生した竜巻により、9名の方が亡くなるという痛
ましい災害がありました。上川・留萌地方でも令和3年10月4日に上川郡東川町、東神楽町及び旭
川市で突風が発生し電柱の倒壊、住家被害や倒木などの被害がありました。また今年5月23日には、
中富良野町付近で積乱雲が急激に発達、竜巻が発生し農作物に被害がありました。
　竜巻などの突風は恐ろしい現象ですから、被害に遭わないためには竜巻を発生させる積乱雲から
離れるのが一番です。簡易な小屋や車の中などは大変危険ですから、もし真っ黒い雲が近づいてく
るのを見たら、すぐに頑丈な建物の中に避難することが大切です。また、家の中にいる場合は、窓
は必ず閉めてカーテンを引き、低い階の中心に近いできるだけ安全な部屋に移動しましょう。
　気象台では、竜巻などの突風が発生しやすい気象状況が予想された場合、①半日から１日前に
「気象情報」、②数時間前に「雷注意報」、③０から１時間前に「竜巻注意情報」、というように
段階的に気象情報を発表します。朝のテレビやラジオの天気予報で「今日は大気の状態が“非常に”
不安定」という言葉を聞いたら、雷や急な強い雨、そして竜巻が起きるかも知れない
と思って十分に注意してください。また、竜巻が発生する可能性が高い領域を確認す
るには気象庁ホームページから「竜巻発生確度ナウキャスト」をご利用ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（https://www.jma.go.jp/jp/radnowc/）

お問い合わせ先▶ 旭川地方気象台　☎0166－32－7102
　　　　　　　　 ホームページアドレス
　　　　　　　 　https://www.data.jma.go.jp/asahikawa/index.html
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中
川
町
は
、
平
成
25
年
7
月

9
日
に
オ
ニ
グ
ル
ミ
材
で
家
具

づ
く
り
を
す
る
工
房
宮
地
と
地

材
地
消
の
推
進
及
び
町
産
木
材

の
ブ
ラ
ン
ド
化
・
高
付
加
価
値

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
「
町

産
木
材
の
安
定
取
引
に
関
す
る

協
定
」
を
結
び
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
木
材
供
給
と
連
動

し
た
家
具
の
ふ
る
さ
と
を
訪
れ

る
フ
ォ
レ
ス
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

展
開
や
、
宮
地
さ
ん
が
家
具
製

作
の
中
で
感
じ
た
「
中
川
町
産

オ
ニ
グ
ル
ミ
材
が
他
産
地
よ
り

も
黒
い
こ
と
」
に
つ
い
て
の
共

同
研
究
が
町
や
北
大
、
森
林
総

研
な
ど
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
10
月
15
日
に
は
紀
伊

國
屋
書
店
札
幌
本
店
で
「
中
川

町
産
オ
ニ
グ
ル
ミ
材
の
色
の
謎

は
土
の
中
に
あ
り
」
と
題
し
た

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

中
川
町
産
オ
ニ
グ
ル
ミ
の
色
の

謎
に
関
す
る
研
究
成
果
の
一
部

が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
地
で
の
立
木
調
査

か
ら
ク
ル
ミ
の
伐
倒
、
中
川
町

か
ら
製
材
所
に
運
搬
さ
れ
る
様

子
、
製
材
所
の
作
業
風
景
な
ど
、

家
具
が
で
き
る
ま
で
の
す
べ
て

の
工
程
を
追
い
か
け
た
岡
本
直

子
の
写
真
展
「
キ
ニ
ヒ
ト
ニ
モ

リ
ニ
」
が
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
中
川
町
産
ク
ル
ミ
の
家
具
展

　

同
時
開
催　

　

岡
本
直
子
写
真
展

　

「
キ
ニ
ヒ
ト
ニ
モ
リ
ニ
」

　

期
間　

10
月
14
日
〜
20
日

　
　
　
　

10
時
か
ら
19
時

　
　
　
　

※
初
日
は
12
時
か
ら
、

　
　
　
　
　

最
終
日
は
15
時
で

　
　
　
　
　

終
了

■
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

　

日
時　

10
月
15
日

　
　
　
　

14
時
か
ら
16
時

「
中
川
町
産
オ
ニ
グ
ル
ミ
材
の

　

色
の
謎
は
土
の
中
に
あ
り
」

　

講
師　

北
大
研
究
林
准
教
授

　
　
　
　

小
林
真

　

10
月
8
日
、
観
光
列
車
「
ひ

と
め
ぐ
り
号
」
が
運
行
し
ま
す
。

　

今
回
、
中
川
町
を
訪
れ
る
ひ

と
め
ぐ
り
号
は
、
昨
年
「
Ｈ
Ｏ

Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
！

Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｏ
号
」
で
デ
ビ
ュ

ー
し
た
ラ
ベ
ン
ダ
ー
編
成
の
車

両
で
、
今
年
は
、
稚
内
を
出
発

し
富
良
野
、
登
別
を
経
由
し
3

日
間
で
函
館
を
目
指
す
道
北
道

南
コ
ー
ス
で
運
行
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
宗
谷
本
線
は
、
全
国
各

地
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
る
日
本

有
数
の
鉄
道
路
線
で
す
。

　

特
産
品
販
売
の
特
設
ブ
ー
ス

や
カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
一
緒
に
お
出
迎

え
、
お
見
送
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

中
川
町
産
オ
ニ
グ
ル
ミ
の
家
具
展
と

　
　
　
　

 

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

観
光
列
車

  

「
ひ
と
め
ぐ
り
号
」を

　
　 

お
出
迎
え
し
ま
し
ょ
う

■天塩中川駅
　　停車時刻　10：37～10：55
■佐久駅
　　停車時刻　11：03～11：06

HOKKAIDO LOVE！ひとめぐり号が、
10月8日に下記時刻に停車します。



　公証人は、公証役場において遺言や大切な契約などの公正証書の作成、会社を設立する
際の定款の認証などを行っています。公証人は、法務大臣によって任命される公務員です。

　公正証書遺言は、自筆遺言書のように裁判所での検認は必要ありませんし、原本は公証
役場で保存していますので、偽造・変造や紛失の心配もありません。
　また、公証人が自宅や病院へ出向いて遺言書を作成することもできます。公証制度の詳
細については、公証役場又は法務局にお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ先】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旭川公証人合同役場　☎0166－23－0098
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名寄公証役場　　　　☎01654－3－3131
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旭川地方法務局　　　☎0166－38－1144

「遺言は公正証書で！」

公証人は、公証役場において遺言や大切な契約などの公正証書の作成、会社を設立する

10月1日（土）から
10月7日（金）までは公証週間です
10月1日（土）から
10月7日（金）までは公証週間です

　

９

名寄地区広域消費生活センター●問い合わせ先

◆相談時間：午前9時15分～午後4時　　◆休日：土・日・祝日・年末年始
☎ 01654－2－3575  駅前交流プラザ「よろーな」2F

名寄地区広域消費生活センター情報

　クレジットカードの利用明細を見ると、毎月980円の請
求が半年間続いていた。請求元を調べると以前登録した動
画配信サービスであることがわかった。申込時は「31日間
無料視聴」だったが、無料期間を過ぎたことを忘れていた。
　今は使っていないため解約したいが、契約時に登録した
情報を忘れてしまった。どうしたらよいか。（20代女性）

•一定期間に定額料金を支払うことで、商品やサービスを利用できるサービスをサブスクリプション
　（以下、サブスク）といいます。最近は、音楽配信や動画視聴、本やマンガなど様々なサービスが
　あります。

•サブスクは、トライアル（お試し）を申し込む際にクレジットカード登録が必要であり、期間内に
　解約しなければ自動的に定額サービスに移行して支払いが続きます。申込前にホームページなどで
　利用規約や解約方法をよく確認しましょう。

•解約は、事業者の定める方法で手続きを行う必要があります。申込時に登録したパスワードなどが
　必要になるので忘れないようにメモをしておきましょう。

•利用していないサブスクの請求に気づけるように、クレジットカードの利用明細は毎月確認しまし
　ょう。

•困ったときは、消費生活センターに相談してください。

アドバイス

事　　例

使っていないサブスクの解約忘れに注意！

広報ナカガワ
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中川町地域おこし協力隊活動記

し
、
森
と
作
り
手
の
対
話
に
よ
る

森
づ
く
り
と
も
の
づ
く
り
が
始
ま

り
ま
し
た
。
昨
年
の
夏
か
ら
、
作

業
に
同
行
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

宮
地
さ
ん
の
家
具
が
で
き
る
ま

で
に
は
、
オ
ニ
グ
ル
ミ
を
探
し
に

行
く
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

昨
年
の
夏
、
私
達
は
伐
採
で
き
る

オ
ニ
グ
ル
ミ
を
探
し
に
、
森
の
中

を
歩
き
、
雪
が
降
り
始
め
た
頃
、

伐
採
は
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
木
が

伐
採
さ
れ
、
切
り
口
か
ら
水
が
ぼ

と
ぼ
と
と
落
ち
た
の
が
と
て
も
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
眩
し
い
冬

の
晴
れ
た
日
、
乾
燥
の
た
め
木
材

を
運
搬
し
、
春
に
製
材
を
見
ま
し

た
。  

　

今
回
、
今
ま
で
撮
影
し
た
写
真

の
一
部
展
示
も
行
い
ま
す
。 

　

催
期
は
14
日
か
ら
20
日
ま
で
。

札
幌
に
お
越
し
の
際
ぜ
ひ
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

　

こ
ん
に
ち
は
。
今
月
10
月
15
日
、

札
幌
の
書
店
紀
伊
國
屋
に
て
、
工

房
宮
地
さ
ん
の
家
具
店
と
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
が
あ
り
ま
す
。 

　

『
工
房
宮
地
』
と
は
、
東
川
の

家
具
作
家
・
宮
地
鎭
雄
さ
ん
の
こ

と
。
中
川
町
産
の
オ
ニ
グ
ル
ミ
で

家
具
を
作
っ
て
い
ま
す
。 

　

宮
地
さ
ん
が
な
ぜ
中
川
町
の
オ

ニ
グ
ル
ミ
を
使
う
の
か
？
平
成
25

年
に
遡
る
こ
と
。
中
川
町
と
工
房

宮
地
は
「
中
川
町
産
広
葉
樹
の
安

定
供
給
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

宮
地
さ
ん
は
以
前
か
ら
北
海
道
産

オ
ニ
グ
ル
ミ
を
使
用
し
て
い
ま
し

た
が
、
よ
り
産
地
や
生
産
背
景
が

明
確
な
木
材
で
家
具
が
作
り
た
い

と
思
い
を
強
く
し
て
い
た
そ
う
で

す
。
一
方
中
川
町
は
、
広
葉
樹
が

雑
木
と
し
て
ほ
ぼ
全
て
が
パ
ル
プ

用
木
材
と
し
て
流
通
し
て
い
る
現

実
に
深
刻
な
課
題
意
識
を
も
っ
て

い
ま
し
た
。
両
者
の
思
い
が
一
致

野 中 　 豪
の なか たけし

岡 本 直 子
おか もと なお こ

『工房宮地家具展』

に
な
り
、
ま
た
嬉
し
い
気
持
ち
に

な
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
涼
し
く
て
過

ご
し
や
す
い
楽
園
の
よ
う
な
夏
は

長
く
は
続
い
て
は
く
れ
な
か
っ
た
。

8
月
の
下
旬
と
い
え
ば
、
ま
だ
ま

だ
夏
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
る

私
は
、
こ
れ
か
ら
や
っ
て
く
る
極

寒
の
厳
し
い
冬
の
存
在
を
す
っ
か

り
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
だ
。　

　

つ
い
さ
っ
き
、
厳
し
い
冬
が
明

け
て
春
が
来
た
と
い
う
の
に
‥
‥

い
つ
の
間
に
か
秋
風
が
吹
き
始
め
、

冬
の
足
音
が
か
す
か
に
聞
こ
え
た

よ
う
な
気
が
し
た
。

　

果
て
し
な
く
広
が
る
緑
に
包
ま

れ
、
涼
し
く
過
ご
し
や
す
い
日
々

は
、
厳
し
い
冬
を
乗
り
越
え
た
先

の
ご
褒
美
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
が

つ
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

美
し
く
短
い
夏
を
終
え
て
、
こ

れ
か
ら
や
っ
て
く
る
長
く
厳
し
い

冬
を
想
像
し
て
な
ん
と
も
表
現
し

難
い
気
持
ち
に
な
っ
た
が
、
一
面

雪
に
覆
わ
れ
た
美
し
く
静
か
な
景

色
を
思
い
返

す
と
、
待
た

ず
と
も
や
っ

て
く
る
冬
も

恋
し
く
な
る

の
だ
っ
た
。

　　

ア
ウ
ト
ド
ア
観
光
振
興
担
当
の

野
中
豪
で
す
。

　

お
盆
を
過
ぎ
て
8
月
の
終
わ
り

を
迎
え
る
頃
に
は
す
っ
か
り
秋
の

風
が
吹
き
始
め
て
い
た
。

　

昨
年
は
猛
暑
続
き
で
気
が
つ
く

こ
と
の
な
か
っ
た
中
川
町
の
夏
の

こ
と
。

　

昨
年
と
比
べ
て
今
年
は
安
定
的

に
雨
が
降
っ
て
い
た
た
め
か
、
酷

暑
に
苦
し
む
よ
う
な
日
は
ほ
と
ん

ど
記
憶
に
な
か
っ
た
。

　

東
京
と
中
川
町
の
天
気
予
報
を

見
比
べ
る
と
、
東
京
の
最
低
気
温

が
中
川
町
の
最
高
気
温
を
超
え
て

い
る
日
な
ど
も
あ
り
、
中
川
町
が

い
か
に
北
に
位
置
す
る
地
域
で
あ

る
か
を
実
感
し
て
嬉
し
く
な
っ
た
。

　

実
際
に
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
は
首

都
圏
各
地
で
の
猛
暑
を
報
道
し
て

い
て
も
、
こ
こ
中
川
は
全
く
別
の

国
の
よ
う
に
涼
し
く
、
「
楽
園
の

よ
う
な
土
地
だ
な
。
」
な
ん
て
気

『北の大地、短い夏』
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し
ず
お



市 村 修 司
いち しゅうむら じ

　

今
は
8
月
の
終
わ
り
。
今
回
は

7
月
、
8
月
の
活
動
報
告
で
す
。

　

6
月
の
終
わ
り
か
ら
7
月
の
は

じ
め
に
か
け
て
、
稚
内
の
相
沢
食

料
百
貨
店
さ
ん
の
一
〇
〇
周
年
イ

ベ
ン
ト
に
オ
ト
カ
フ
ェ
＋
と
し
て

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

初
め
て
の
町
外
イ
ベ
ン
ト
と
い
う

こ
と
も
あ
り
色
々
と
勉
強
に
な
る

こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
中
川
町

の
か
た
も
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
り

嬉
し
い
の
は
当
然
、
す
ご
く
安
心

を
覚
え
ま
し
た
。

　

町
内
で
の
オ
ト
カ
フ
ェ
＋
も
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
水

野
農
園
さ
ん
の
野
菜
を
中
心
と
し

た
プ
レ
ー
ト
ラ
ン
チ
の
提
供
で
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
と
時
期

が
重
な
り
、
一
度
は
途
中
で
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
間
隔

を
あ
け
て
再
開
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
中
川
町
に
野
菜
が
豊
富

な
こ
の
時
期
に
開
催
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
為
、
何
と

か
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
て
良
か

っ
た
で
す
。
ま
だ
道
の
駅
に
野
菜

も
並
ん
で
ま
す
の
で
、
近
い
う
ち

に
再
び
野
菜
中
心
の
オ
ト
カ
フ
ェ

ラ
ン
チ
を
提
供
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
！

　

そ
し
て
ポ
ン
ピ
ラ
ア
ク
ア
リ
ズ

イ
ン
グ
で
開
催
さ
れ
た
「
星
屑
バ

ー
」
予
想
以
上
に
ご
来
店
い
た
だ

き
大
変
賑
や
か
で
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
と
な
り
ま
し
た
。
学
生
が
積
極

的
に
意
見
を
発
し
て
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
良
く
な
っ
て
い
く
の
は
非

常
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
し
勉
強
に

も
な
り
ま
し
た
。

　

水
野
農
園
さ
ん
の
野
菜
は
も
ち

ろ
ん
、
他
に
も
町
内
の
皆
さ
ま
が

野
菜
を
提
供
し
て
く
だ
さ
り
、
健

康
的
な
メ
ニ
ュ
ー
構
成
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
！
健
康
が
一

番
！
個
人
的
に
は
薪
の
火
で
調
理

す
る
の
が

楽
し
く
て

今
後
も
取

り
入
れ
て

い
き
た
い

と
思
い
ま

し
た
。
で

は
ま
た
。

『otocafe＋星屑bar』

が
、
天
塩
川
で
の
カ
ヌ
ー
は
穏
や

か
で
た
く
さ
ん
の
自
然
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
、
お
気
に
入
り
の
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

そ
ん
な
カ
ヌ
ー
を
中
川
町
に
来

る
方
に
楽
し
く
、
安
全
に
体
験
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
一
か
ら
勉
強

し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
お
客
様

を
案
内
で
き
る
ほ
ど
の
技
術
は
身

に
つ
い
て
い
ま
せ
ん
が
、
少
し
ず

つ
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
天
塩
川
で
も
ど
ん

ど
ん
練
習
を
し
て
い
き
た
い
の
で
、

カ
ヌ
ー
が
得
意
な
方
！
是
非
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
カ
ヌ
ー
や
そ
の
ほ

か
、
私
が
出
来
る
こ
と
を
見
つ
け

て
中
川
町
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　　

中
川
町
の
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に

ち
は
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
西

田
で
す
。

　

朝
夕
は
涼
し
く
な
り
、
ま
た
冬

に
向
か
っ
て
い
る
な
と
感
じ
る
こ

と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
北
海
道

2
年
目
の
今
年
は
、
長
距
離
運
転

に
も
慣
れ
、
北
海
道
内
の
観
光
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ど
こ
に
行
っ

て
も
自
然
が
豊
か
で
、
特
に
晴
れ

た
日
は
運
転
し
て
い
る
だ
け
で
楽

し
く
な
り
ま
す
。
も
う
す
ぐ
や
っ

て
く
る
冬
は
、
楽
し
み
な
気
持
ち

と
、
ま
た
あ
の
寒
さ
が
や

っ
て
く
る
と
い
う
複
雑
な

気
持
ち
で
す
が
、
去
年
以

上
に
冬
を
満
喫
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

先
日
カ
ヌ
ー
講
習
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。
カ
ヌ

ー
は
、
去
年
中
川
町
に
来

て
初
め
て
体
験
し
ま
し
た

西 田 法 子
にし だ のり こ

『カ ヌ ー 講 習』

町の振興や発展のために東奔西走する
地域おこし協力隊の活動の様子を紹介します

問い合わせ先　産業振興課産業振興室　☎7－2816
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しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　保健師　☎7－2813

　

暑
い
夏
が
過
ぎ
、
屋
外
で
も

過
ご
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま

し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
密
に
な
ら
ず
に
で
き
る
運

動
と
し
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が

お
す
す
め
で
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
負
荷
が

高
く
な
い
運
動
で
、
道
具
も
い

ら
ず
、
手
軽
に
取
組
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
次
の
よ
う
な
健
康

効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
①
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
有
酸
素
運

動
で
、
体
内
に
あ
る
脂
肪
を
燃

焼
さ
せ
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て

利
用
す
る
の
で
体
脂
肪
の
減
少

に
つ
な
が
り
ま
す
。

②
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
改
善

　

血
圧
や
血
液
中
の
中
性
脂
肪
、

血
糖
値
を
下
げ
る
働
き
や
、
肝

機
能
を
改
善
す
る
効
果
が
あ
り

ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
歩
く
時

間
や
歩
き
方
な
ど
、
効
果
を
高

め
る
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

◎
歩
く
時
間
帯

　

朝
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
朝

日
を
浴
び
る
こ
と
に
よ
り
セ
ロ

ト
ニ
ン
が
分
泌
さ
れ
、
心
や
体

を
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態
に
し

て
く
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
睡
眠
ホ
ル
モ
ン
を
分

泌
す
る
の
で
、
夜
に
質
の
良
い

眠
り
が
期
待
で
き
ま
す
。

◎
歩
く
時
間

　

一
般
的
に
、
30
分
以
上
歩
く

の
が
効
果
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

脂
肪
燃
焼
が
始
ま
る
の
が
、
運

動
開
始
後
20
分
ほ
ど
か
ら
と
言

わ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、
30
分
以
下
だ
か
ら

と
い
っ
て
何
の
効
果
も
な
い
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
と
ま
っ
た
時
間
の
取
れ
な

い
場
合
は
、
1
回
10
分
を
1
日

3
回
な
ど
、
通
勤
や
買
い
物
に

を
持
っ
て
歩
く
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
あ
り
ま
す
。

　

膝
へ
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、

下
肢
だ
け
で
は
な
く
全
身
の
活

動
量
も
増
え
る
の
で
お
す
す
め

で
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
う
際
は
、

適
度
な
水
分
補
給
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
準
備
運
動
と
、
ク
ー

ル
ダ
ウ
ン
を
し
っ
か
り
行
い
ま

し
ょ
う
。

③
骨
の
強
化

　

日
光
を
浴
び
る
こ
と
で
、
カ

ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
助
け
る
ビ

タ
ミ
ン
D
が
体
内
で
つ
く
ら
れ

ま
す
。

④
腰
痛
・
姿
勢
の
改
善

　

正
し
い
フ
ォ
ー
ム
で
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
行
う
と
、
筋
力
や
関

節
可
動
域
が
高
ま
り
、
筋
バ
ラ

ン
ス
が
整
い
ま
す
。

⑤
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
効
果

　
「
歩
く
」「
日
光
を
浴
び
る
」

こ
と
で
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
と
よ
ば

れ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン
が
分
泌
さ
れ
、

心
の
安
定
や
う
つ
症
状
の
改
善

に
つ
な
が
り
ま
す
。

⑥
認
知
症
の
予
防

　

筋
肉
を
動
か
す
と
筋
内
産
生

物
質
が
脳
に
作
用
し
て
、
認
知

機
能
の
低
下
を
予
防
す
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
下
肢
の
筋
力
も
維
持

さ
れ
ま
す
。
生
涯
、
歩
い
て
活

動
で
き
る
こ
と
は
、
社
会
と
の

つ
な
が
り
を
保
ち
、
認
知
症
や

フ
レ
イ
ル
の
予
防
に
つ
な
が
り

ま
す
。

合
わ
せ
て
も
よ
い
で
す
。

　

ま
ず
は
時
間
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

無
理
せ
ず
続
け
ら
れ
る
ペ
ー
ス

で
始
め
ま
し
ょ
う
。

◎
歩
き
方

　

筋
肉
量
の
多
い
太
も
も
の
筋

力
を
高
め
る
と
、
健
康
効
果
が

高
ま
り
ま
す
。

　

そ
の
方
法
と
し
て
、
「
速
歩

き
」
と
「
ゆ
っ
く
り
歩
き
」
を

交
互
に
数
分
間
ず
つ
行
う
方
法

が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
「
1
分
速
歩
き
し

て
3
分
ゆ
っ
く
り
歩
く
」
「
3

分
速
歩
き
し
て
、
3
分
ゆ
っ
く

り
歩
く
」
な
ど
、
自
分
の
ペ
ー

ス
で
決
め
、
速
歩
き
の
合
計
が

1
日
15
分
以
上
に
な
る
よ
う
に

し
ま
す
。
複
数
回
に
分
け
て
行

っ
て
も
よ
い
で
す
。

　

速
歩
き
の
時
は
普
段
よ
り
も

大
股
で
腕
を
し
っ
か
り
振
り
ま

す
。　
　
　

　

ゆ
っ
く
り
歩
き
の
時
は
、
十

分
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
呼
吸
を
整

え
る
こ
と
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
他
に
、
2
本
の
ポ
ー
ル

は
や
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ス
ポ
ー
ツ
の
秋
！ 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
づ
く
り

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
果
を

　
　
　

高
め
る
ポ
イ
ン
ト



しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　管理栄養士　☎7－2813

　

体
脂
肪
1
㎏
は
、
7
，
0
0

0
kcal
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
蓄
積
で

す
。

　

1
ヶ
月
で
1
㎏
の
減
量
を
目

標
に
す
る
と
、
1
日
約
2
5
0

kcal
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
を
食
事
量

の
調
節
や
運
動
に
よ
っ
て
消
費

す
る
と
、
効
果
的
に
1
㎏
の
減

量
に
成
功
し
ま
す
。

【
主
食
量
で
調
整
す
る
場
合
】

　

継
続
し
や
す
い
方
法
で
は
、

ご
は
ん
量
の
調
整
が
あ
り
ま
す
。　
　
　

　

例
え
ば
、
毎
食
の
ご
は
ん
量

を
50
ｇ
減
ら
す
と
、
1
日
で
は

1
5
0
ｇ
に
な
り
、
1
か
月
続

け
れ
ば
体
脂
肪
を
1
㎏
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

•
定
期
的
に
体
重
確
認
を
す
る
。

　

（
毎
朝
食
前
が
お
勧
め
で
す
）

•
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
。

•
寝
る
2
〜
3
時
間
前
に
は
食

　

事
や
間
食
を
済
ま
す
。

•
食
事
の
欠
食
を
し
な
い
。

•
カ
ロ
リ
ー
が
低
く
、
食
物
繊

　

維
の
多
い
野
菜
の
食
べ
る
量

　

を
増
や
す
。

•
食
品
の
栄
養
成
分
表
示
を
見

　

て
、
カ
ロ
リ
ー
が
低
い
種
類

　

の
選
択
や
量
を
調
節
す
る
。

内
臓
脂
肪
型
肥
満
改
善
の
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

広報ナカガワ
2022（R4）. 10月号

　

中
川
町
の
健
診
結
果
で
は
、

生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
の
高
い

内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
該
当
す
る

人
（
腹
囲
が
基
準
値
以
上
の
人
）

が
男
女
と
も
に
多
い
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
年
々
体
重
が
増
加
し

て
き
て
い
る
方
、
健
診
結
果
で

腹
囲
が
左
記
の
基
準
に
当
て
は

ま
る
方
は
、
下
記
を
参
考
に
改

善
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
リ
ス
ク
の
高
ま
る
腹
囲
の
基
準
】

　
　
　

男
性
…
85
㎝
以
上

　
　
　

女
性
…
90
㎝
以
上

※
お
へ
そ
ま
わ
り
の
腹
囲
、
男
女
と
も

　

に
内
臓
脂
肪
面
積
1
0
0
㎠
に
相
当

　

脂
肪
細
胞
に
は
、
摂
取
し
余

っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
脂
肪
に
変

え
貯
蔵
す
る
働
き
の
他
、
体
に

様
々
な
影
響
を
与
え
る
生
理
活

性
物
質
を
分
泌
す
る
大
切
な
働

き
が
あ
り
ま
す
。

　

上
記
図
①
の
よ
う
に
、
正
常

な
脂
肪
細
胞
（
B
M
I
18
・
5

〜
24
・
9
）
は
、
良
い
働
き
を

す
る
善
玉
物
質
を
分
泌
し
て
い

ま
す
が
、
脂
肪
が
た
ま
り
脂
肪

細
胞
が
肥
大
化
（
B
M
I
25
以

上
）
す
る
と
、
悪
い
働
き
を
す

る
悪
玉
物
質
の
分
泌
が
盛
ん
に

な
り
、
動
脈
硬
化
の
原
因
と
な

る
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
脂
質
異

常
症
な
ど
の
疾
患
を
も
つ
リ
ス

ク
が
高
ま
り
ま
す
。

　

病
気
の
発
症
や
悪
化
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
に
も
、
該
当
す
る

方
は
、
食
習
慣
や
運
動
習
慣
に

よ
っ
て
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

脂
肪
細
胞
か
ら
出
る
物
質
は
、

体
重
が
3
〜
5
％
減
る
と
善
玉

物
質
の
出
が
良
く
な
り
ま
す
。

左
の
減
量
方
法
を
参
考
に
、
減

量
を
取
り
組
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

食
べ
る
こ
と

育
つ
こ
と

「
食
」に
関
す
る
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

食
育
通
信

食
育
通
信

食
育
通
信

内
臓
脂
肪
増
加
に
よ
る

　
　

 

体
へ
の
影
響
は
？

目
標
は
現
在
の
体
重
の

　

3
〜
5
％
減
量
を
！

さ
ら
に
こ
ん
な
習
慣
も

　
　
　
　

効
果
あ
り
！

ま
ず
は
、普
段
の
食
事
量
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
！
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企
業
の
地
域
貢
献
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た

　

中
川
中
学
校
外
部
清
掃
作
業
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
、
東
邦
電
設
株
式
会
社　

様
（
代
表
取
締
役

小
野
沢　

千
秋　

様
）
に
対
し
、
中
川
町
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
川
町
営
牧
場
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
及
び
佐

久
カ
ヌ
ー
乗
り
場
の
草
刈
作
業
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
、
株
式
会
社
中
川
建
設　

様
（
代
表
取
締
役

吉
田　

寛　

様
）
に
対
し
、
中
川
町
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

自 衛 官 募 集

■興味のある方は、お気軽に下記までご連絡下さい。
　自衛隊旭川地方協力本部 名寄出張所
　☎01654－2－3921　　〒096－0011 名寄市西1条南9丁目45

応募資格

受付期間

会 　 場

自衛官候補生（男子・女子）

18歳以上33歳未満
（令和５年４月１日現在）

※コロナウイルスの状況次第で日程が変更する場合があります。

受付中～11月14日（月）締切　（年間を通じて行っています）

旭　　川

試 験 日 11月20日（日）・21日（月）のいずれか１日を指定できます。
※11月以降も試験はございます。
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日
頃
の
で
き
ご
と
や
風
景
・
季
節
に
感
じ
た
こ

と
思
っ
た
こ
と
を
短
歌
で
一
首
ま
た
は
、
俳
句
で

一
句
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

短
歌
や
俳
句
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〔
連
絡
先
〕

　

短
歌
同
好
会

  　
　

   

小
林
淑
子
さ
ん　

☎
8
・
7
7
8
1　

　

俳
句
紫
苑
会　

  　
　

   

古
市
和
子
さ
ん　

☎
7
・
2
8
5
0

●
短
歌
月
刊
会
報
「
ま
ほ
ろ
ば
」
を
ご
希
望
の

　

方
は
、
年
会
費
5
0
0
円
の
購
読
会
員
制
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
は
、
事
務
局
（
小
林
淑
子
さ
ん

　

☎
8
・
7
7
8
1
）
へ

　

お
願
い
し
ま
す
。

し
お
ん

ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸
ふ
い
に
名
を
呼
ば
れ
た
気
が
し
て
振
り
返
る
鴎
は
す
で
に
小
さ
く
な
っ
て

漢
方
薬
十
粒
一
度
で
掬
い
取
る
ス
プ
ー
ン
の
持
つ
十
個
の
へ
こ
み　

「
お
は
よ
う
」
と
花
々
に
声
を
掛
け
な
が
ら
今
日
一
日
の
元
気
を
貰
う

さ
わ
さ
わ
と
し
ら
じ
ら
と
咲
い
て
虎

の
道
は
ひ
と
す
じ
野
を
ふ
た
わ
け
に

こ
の
メ
ガ
ネ
で
何
を
見
よ
う
と
し
て
い
る
の
？
何
が
ぼ
や
け
て
何
が
見
え
る
か
？

木
々
の
影
道
幅
を
超
え
伸
び
お
り
て
暗
さ
に
気
付
く
夏
の
終
わ
り
を

陽
の
中
で
た
お
や
か
に
ガ
ウ
ラ
揺
れ
て
お
り
何
億
の
白
き
蝶
を
飛
ば
せ
て

紫
陽
花
の
ブ
ル
ー
か
ら
か
ら
乾
い
て
る
夏
の
終
わ
り
の
西
日
を
浴
び
て

ひ
と
夏
の
暑
さ
を
し
の
ぎ
枝
々
に
葉
は
黄
ば
み
初
む
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

翳
り
ゆ
く
森
の
昏
さ
を
眺
め
居
る
窓
辺
の
時
間
長
く
な
る
秋

そ

く
ら

か
げ あ

じ
さ
い

い
た
ど
り

か
も
め

す
く

五
十
嵐
仁
美

金
子
み
え
子

鎌
田　

陽
子

小
林　

淑
子

長
屋
恵
美
子

山
内　

智
子

夏
始
ま
る

夏
終
わ
る

秋
始
ま
る

秋
深
ま
る

今月のお題　色 or 自由詠短　　歌
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のの
新着図書新着図書新着図書

ちゃいむ図書室ちゃいむ図書室

終活中毒
　　　　　　　　　　秋吉 理香子 著

空を駆ける
　　　　　　　　　　　梶 よう子 著

ホワイトルーキーズ
　　　　　　　　　佐竹 アキノリ 著

嫌われ者の矜持
　　　　　　　　　　　新堂 冬樹 著

腹を割ったら血が出るだけさ　
　　　　　　　　　　　住野 よる 著

掬えば手には
　　　　　　　　　　瀬尾 まいこ 著

作家刑事毒島の嘲笑　
　　　　　　　　　　　中山 七里 著

こいごころ　しゃばけシリーズ21
　　　　　　　　　　　　畠中 恵 著

財布は踊る　
　　　　　　　　　　　原田 ひ香 著

きときと夫婦旅
　　　　　　　　　　椰月 美智子 著

嫌いなら呼ぶなよ
　　　　　　　　　　　綿矢 りさ 著

ぼくのねこ
　　　　　　　鈴木 のりたけ 作・絵

世界を変えた146人の子ども
　　　　 ルーラ・ブリッジポート 著

しゅくだいドッジボール
　　　　　　　　　福田 岩緒 作・絵

まずは最初のページで絵をひとつ選び、
そこから１ページ１つずつしりとりにな
るように絵をたどっていく絵本。
安野氏の温かい絵で四世代で楽しめま
す！

安
野
光
雄 

さ
く
・
え

絵
本「
し
り
と
り
」

1



　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年

金
や
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る

方
に
保
険
料
の
納
付
実
績
や
年
金

見
込
み
額
な
ど
を
記
載
し
た
「
ね

ん
き
ん
定
期
便
」
を
毎
年
誕
生
月

に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

ご
自
身
の
加
入
記
録
の
確
認
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。②年金見込み額

•50歳未満の方には加入実績
　に応じた額
•50歳以上の方には「ねんき
　ん定期便」作成時点の加入
　制度に引き続き加入した場
　合の将来の年金見込み額

①年金加入記録

③保険料の納付額

④年金加入履歴

⑤厚生年金のすべての期間の
　月ごとの標準報酬月額、賞
　与額、保険料納付額

⑥国民年金のすべての期間の
　月ごとの保険料納付状況

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0
・
0
5
8
・
5
5
5

0
5
0
で
始
ま
る
電
話
か
ら
は

☎
0
3
・
6
7
0
0
・
1
1
4
4

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の

　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
7
時

　

毎
月
第
二
土
曜
日
の

　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

令
和
3
年
の
事
故
発
生
件
数
は
31

万
件
、
死
傷
者
数
は
約
36
万
人
と
、

国
民
の
誰
も
が
交
通
事
故
の
被
害

者
に
も
加
害
者
に
も
な
り
得
る
極

め
て
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

交
通
事
故
は
車
社
会
の
負
の
部

分
で
あ
り
、
被
害
者
に
と
っ
て
も

加
害
者
に
と
っ
て
も
悲
惨
な
結
果

を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
す
べ

て
の
ク
ル
マ
・
バ
イ
ク
1
台
ご
と

に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

加
害
者
の
賠
償
責
任
を
担
保
す
る

こ
と
で
、
被
害
者
の
基
本
的
な
賠

償
を
保
障
す
る
制
度
で
あ
り
、
被

害
者
の
救
済
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

一
人
一
人
が
、
よ
り
一
層
自
賠

責
制
度
の
役
割
や
重
要
性
、
保
険

金
・
共
済
金
の
支
払
い
の
し
く
み

な
ど
を
十
分
に
理
解
・
認
識
す
る

こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」を

　
　

お
届
け
し
て
い
ま
す

通知する内容 それ以外の方

直近1年分

35歳、45歳、
59歳の方

○ ○

○ ○

○ ○

○

○

○

－

○

直近1年分
○
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社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
、

　
　
　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
寄
附

•
母（
ヱ
ミ
子
様
）死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　

吉
田　

幸
恵　

様

•
母
（
陽
子
様
）
死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　

廣
瀬　

宏
一　

様

•
社
会
福
祉
推
進
の
為
に

　
　
　
　
　
　
　
　

匿
名　

2
件

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
、

　
　
　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
寄
贈

季
節
の
も
の
を
含
め
て
次
の
方
々

よ
り「
志
」を
頂
き
ま
し
た
。こ
の

紙
面
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

吉
江　

秀
子　

様

　
　
　
　
　
　

横
山　

芳
男　

様

　
　
　
　
　
　

小
原　

政
次　

様

　
　
　
　
　
　
　
　

匿
名　

14
件

5
区　

吉
田
ヱ
ミ
子　

様
（
87
歳
）

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　

 

申
し
上
げ
ま
す

あ
り
が
と
う

　
　
　

 

ご
ざ
い
ま
す

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万

一
の
自
動
車
事
故
の
際
の
基
本

的
な
対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、

自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
に
基

づ
き
、
原
動
機
付
き
自
転
車
を

含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に
加
入

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
自

賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
運
行

す
る
こ
と
は
法
令
違
反
で
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

自
賠
責
保
険・

共
済
未
加
入
で
の

運
行
は

法
令
違
反
で
す
！

「
自
賠
責

　

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
」



8月の入札・契約結果についてお知らせします

令和4年度
林業専用道豊里誉線
改良工事

工事・業務名
入　札　結　果

第1回
契約金額（円） 落札率 工事などの概要 期　　間

入札・見積り合わせ
参加業者

（※落札業者）

2,398,000

37,180,000

1,485,000

1,578,500

1,452,000

11,880,000

1,595,000

990,000

2,435,400

37,972,000

1,518,000

1,639,000

1,496,000

12,584,000

1,724,800

1,045,000

予定価格（円）

2,180,000
2,190,000
2,200,000
2,200,000
33,800,000
34,100,000

1,350,000
1,360,000
1,370,000

1,435,000
1,450,000
1,460,000

1,320,000

10,800,000
10,950,000
11,000,000

1,450,000
1,480,000
1,500,000

900,000

第2回

※植村技建㈲

㈱中川建設

㈱佐藤工建

㈱佐藤組

※㈱中川水道

㈱佐藤工建

※天塩川工業㈱

㈲大須賀工務店

㈱佐藤組

㈱三和電機

西山坂田電気㈱

東邦電設㈱

※㈱シン技術コンサル

※㈱フェイス技研

㈱シン技術コンサル

和光技研㈱

※藤井測量設計㈱

新栄コンサルタント㈱

㈱タイホクプランニング

※ホシザキ北海道㈱稚内営業所

98.5％

97.9％

97.8％

96.3％

97.1％

94.4％

92.5％

94.7％

着工　令和4年8月12日

竣工　令和4年10月11日

令和4年度
佐久簡易水道配水管
更新工事2工区

着工　令和4年8月15日

竣工　令和4年12月20日

着工　令和4年8月12日

竣工　令和4年10月31日

令和4年度
４区町職員住宅
修繕工事

着工　令和4年8月12日

竣工　令和5年3月31日

令和4年度
役場庁舎高圧受電設備
機器更新工事

着手　令和4年8月12日

完了　令和5年3月20日

令和4年度
中川町空き家等対策
計画策定委託業務

着手　令和4年8月24日

完了　令和4年11月30日

令和4年災
公共土木施設災害
復旧調査設計委託業務

着手　令和4年8月26日

完了　令和4年9月30日

令和4年災
奥地林道大和線
測量設計委託業務

納入期限
　　　令和4年10月30日

令和4年度
ポンピラアクアリズイ
ング食器洗浄機
購入事業

改良工事一式

配水管敷設工事
L=318.1m

職員住宅修繕工事一式

高圧受電設備機器
更新工事一式

中川町空き家等対策計画
策定委託業務一式

道路災害測量調査一式

林道災害測量調査、
設計一式

ポンピラアクアリズイング
食器洗浄機購入一式

問い合わせ先　総務課企画財政室　☎7－2819
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　9月1日（木）中央小学
校にて、1日防災学校が行
われました。学年ごとに分
かれ、煙体験や防災用テン
トや段ボールベッドなど防
災用品の使い方の学習、消
防職員によるロープワーク
の授業などが行われ、子ど
もたちは楽しみながら防災
について学んでいました。

町の人口
（9月1日現在）

人　口

男

女

世帯数

1,357人（－２）

689人（＋１）

668人（－３）

742戸（＋１）

令和4（2022）年10月号（通巻761号）
印刷　株式会社　国 境

（　）は前月末との差を示します。

この広報紙は道産間伐材を使用しています。

〒098-2892  北海道中川郡中川町字中川337番地　☎（01656）7－2811
中川町HPアドレス  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp　　E-mailアドレス  nakagawa@town.nakagawa.hokkaido.jp

今月の表紙
～ 中央小学校　一日防災学校 ～

コ
オ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
＆

　
　
　
　

モ
ル
ッ
ク
体
験
会

星
屑
b
a
r

敬
老
記
念
品
お
渡
し

　

一
昨
年
昨
年
に
続
き
今
年
度
も

感
染
予
防
の
た
め
敬
老
会
が
開
催

自
粛
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

石
垣
町
長
や
役
場
職
員
が
、
敬
老

記
念
品
を
お
渡
し
に
伺
い
ま
し
た
。

８８
金金1919

９９
金金２２

９９
土土３３

秋
の
交
通
安
全
教
室

　

幼
児
セ
ン
タ
ー
の
秋
の
交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
横
断
歩
道
の
渡
り
方
に
つ
い
て
学

び
、佐
久
駐
在
所
長
や
交
通
安
全
指
導
員
の
皆
さ
ん
に
見
守

ら
れ
な
が
ら
、
安
全
に
道
路
の
横
断
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

道
徳
の
授
業
が

行
わ
れ
、
家
族
や

地
域
の
方
の
前
で
、

子
ど
も
た
ち
は
じ

っ
く
り
考
え
た
り

自
分
の
意
見
を
伝

え
あ
っ
た
り
し
て
、

一
生
懸
命
授
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

　

中
川
社
協
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
て
、
利
用

者
の
身
体
機
能
の
維
持
向
上
を
目
的
に
、

教
育
委
員
会
の
職
員
が
講
師
と
な
り
、
コ

オ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
＆
モ
ル
ッ
ク
体
験

会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
利
用
者
の
皆
さ

ん
は
普
段
行
わ
な
い

動
き
に
苦
戦
し
な
が

ら
も
、
楽
し
そ
う
に

運
動
や
ゲ
ー
ム
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。

中
央
小

  
町
民
参
観
日

９９

・・
木木８８

金金９９

８８

〜〜
水水2424

日日2828
　

中
川
町
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
協
議

会
が
主
催
す
る
星
屑
b
a
r
が
ポ
ン
ピ

ラ
ア
ク
ア
リ
ズ
イ
ン
グ
2
階
バ
ル
コ
ニ

ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
で
、

ス
ペ
イ
ン
バ
ル
を
営
む
市
村
修
司
さ
ん

や
北
海
学
園
大
学
の
イ
ン
タ
ー
ン
生
が

運
営
し
、
素
敵
な
料
理
や
お
酒
で
町
民

や
宿
泊
客

の
皆
さ
ま

を
楽
し
ま

せ
ま
し
た
。


